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牧草と園芸　第５１巻第５号（２００３年）

１　はじめに

　「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に

関する法律」（以下「家畜排せつ物法」）の施行に伴

い，畜産農家では適正規模の糞尿処理施設整備の必

要性が日増しに高まっている。とりわけ北海道で

は，道内全酪農家のおよそ１／３にあたる約３，０００

戸については，簡易施設による自己対応が必要と想

定されている（２００２道農政部酪農畜産課）。道ではこ

の自己対応のための手段の一つとして，シートを利

用した「簡易ふん尿堆積場」を提示，現地へ試験的

に導入し，施工性や管理作業面での問題点等につい

て調査を進めるとともに，普及性を高めるため施設

の改善法についての検討を行っている。今回は導入

事例のいくつかを紹介する。

２　北海道における導入事例

１）　Ｋ牧場（Ｓ町）

〈施設の概要〉

・８×３０ｍ＝２４０�および６．５×３０ｍ＝１９５�（二施

設）

・水分の高い半固形ふん尿を貯留するため，堆積場

周囲の盛土はやや高い

・農家の敷地内から採取した山砂を床土に採用

・れき汁槽には廃用飼料タンクを利用

〈特徴と使用状況〉

　農家の敷地内から良質の山砂が採取可能であった

ため，設置予定場所を前もって周囲の地表面よりも

高く盛り上げて（写真２，３），堆積場を周囲よりも高

い位置に造成することが可能であった。また，床土

にもこの山砂を利用したため，資材費を低く抑える

ことが可能であった（およそ１，６００～１，７００円／�）。

床土には充分な地盤支持力があり，ふん尿の搬入時

だけでなく搬出時の作業性も良好であった（写真４）。

シートを利用した簡易ふん尿�
処理施設の現地事例紹介（北海道）�

北海道立根釧農業試験場　研究部　酪農施設科　研究職員　吉田　邦彦�

写真３　設置予定場所の整地（Ｋ牧場）

写真２　施設設置前の状態（Ｋ牧場）

写真１　施設外観（Ｋ牧場）
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２）　Ｉ牧場（Ｎ市）

〈施設の概要〉

・６．５×３０ｍ＝１９５�×二施設

・設置位置の傾斜を利用して掘削量を抑える

・床土として下層に圃場土（湿性火山性土），上層に

山砂を敷設

・れき汁槽としてシートラグーンを設置

〈特徴と使用状況〉

　床土として適当な資材を安価に入手することが難

しい地域のため，圃場の土を床土下層に使用するこ

とで購入量を抑えた。また設置場所が傾斜地のた

め，周囲かられき汁槽（ラグーン）へ雨水が流入し，

頻繁に溢れた。ラグーンは後に周囲の盛土を高く

し，雨水が流入しないように改修した（写真６，７）。

改修後，周囲からの雨水流入はみられなくなった。

３）　Ｔ牧場（Ｓ町）

〈施設の概要〉

写真７　れき汁槽改修後（Ｉ牧場）

写真５　施設外観（Ｉ牧場）

写真６　れき汁槽改修前（Ｉ牧場）

写真４　ふん尿搬出作業の様子（Ｋ牧場）

写真８　施設外観（Ｔ牧場）
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・８×４２ｍ＝３３６�および８×２０ｍ＝１６０�（二施設）

・牛舎から１�程度離れた位置に設置しており，堆

肥盤で一次貯留したふん尿を搬入

・床土として，下層に圃場土（火山灰），上層には砕

石を敷設

・れき汁槽として，不要な土管（φ９０×高さ１２０�）

を二つ重ねたものを一施設に２個，計８個を使用

・ふん尿の発酵促進をねらい，上部シートには穴あ

きシートを採用

〈特徴と使用状況〉

　砕石を敷設して充分に転圧した床土の状態は良好

で，機械作業に問題はなかった（写真９，１０，１１）。ふ

ん尿散布予定の圃場が分散していたが，施設設置場

所がほぼそれらの中心であったため，各圃場へむら

なく散布することができた。

　ふん尿ふもと部分の上部シートの穴から雨水が浸

入したため，排出されるれき汁量が増加した。加え

てれき汁槽の容量が堆積場の規模に対して過小で

あったため，頻繁にれき汁槽が溢れる現象がみられ

た（写真１２）。

　後に貯留容量を増やす目的で，標茶町Ｇ牧場と

同様に飼料タンクを埋設したが，設置場所が地下水

の通り道であったことや土圧，水圧の影響により亀

裂が発生し，外部から地下水が浸入する状態となっ

た。

　このような地下水位の高い場所での対応策は，現

在検討中である。

３　おわりに

　今回紹介した「簡易ふん尿堆積場」には，「家畜排

せつ物法」への自己対応策の一つとして大きな期待

が寄せられている。技術的にはまだ改良・改善の必

要性があるが，基本構造の単純さから各々の地域に

合わせた工夫・応用の余地も多くあると考えている。

また，このような簡易施設であっても「設置・運用

がうまくいったので，ふん尿処理をなんとかしなけ

れば，というプレッシャーがなくなり，経営にあ

たっての精神的負担が軽くなった（Ｇ牧場主）」とい

う農家の感想があり，導入の意義は大きいと考えて

いる。

　調査は今後も継続し，更に改良点を明らかにして

いく予定である。

写真９　砕石敷設の様子（Ｔ牧場） 写真１１　ふん尿搬出作業の様子（Ｔ牧場）

写真１０　積載状態ダンプでの転圧（Ｔ牧場） 写真１２　溢れたれき汁槽（Ｔ牧場）


